
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
経
済
の
脆
弱
性

に
つ
い
て
の
覚
書
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モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
社
舎
に
お
い
て
、
。
遊
牧
ク
と
。
狩
磁
多
(
あ
る
い
は
そ
の

他
の
)
と
い
う
異
種
の
経
済
形
態
が
互
い
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る

の
か
、
と
い
う
テ
1
7
は
、
私
達
に
と
っ
て
常
に
新
鮮
な
宿
題
で
あ
り
績
け
て

い
る
。
私
は
か
つ
て
「
モ
ン
ゴ
ル
狩
猟
考
」
(
本
誌
第
三
一
巻
第
一
鋭
、

一
九

七
二
年
。
以
後
、
拙
稿
と
略
す
〉
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
問
題
に
取
り
組
み
些
か
の
所
見
を
世
に
問
う
た
。
こ
の
ほ
ど
、
吉

田
順
一
氏
は
本
誌
第
四

O
巻
第
三
競
(
一
九
八
一
年
)
に
「
モ
ン
ゴ
ル
族
の
遊

牧
と
狩
猶
|十

一
世
紀
J
十
三
世
紀
の
時
代
|
」
と
題
す
る
論
設
を
褒
表
さ
れ

た
。
営
該
時
期
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
の
募
論
と
し
て
は
、
近
頃
に
な
く
長
大
な

も
の
で
あ
る
。
こ
の
吉
田
氏
の
論
設
は
、
テ
1
7
が
類
似
し
て
い
る
か
ら
で
も

あ
ろ
う
か
、
何
箇
所
か
に
わ
た
っ
て
拙
稿
に
燭
れ
ら
れ
、
批
剣
が
な
さ
れ
て
い

る
。
私
は
、
拙
稿
で
考
察
し
た
テ
l

マ
そ
れ
自
笹
に
つ
い
て
は
、
言
い
足
り
な

か
っ
た
部
分
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
(
勿
論
、
幾
つ
か
の
間
題
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
深
く
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
と
り
上
げ

た
話
題
の
方
向
は

一
態
す
べ
て
明
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
〉
が
、
「
遊
牧
と
狩

強
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
吉
田
氏
の
所
設
の
前
提
に
異
論
を
持
つ
も
の

で
、
し
か
も
そ
の
疑
念
は
本
質
的
な
事
柄
に
属
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
に
貴
重
な
誌
面
を
お
借
り
し
て
若
干
の
覚
書
を
著
し
、
吉

田
氏
お
よ
び
讃
者
諸
賢
の
御
示
数
を
乞
う
こ
と
に
し
た
。

こ
と
は
、
吉
田
氏
論
設
の
「
原
山
氏
の
遊
牧
経
済
に
た
い
す
る
評
債
は
低
す

ぎ
る
」
ハ
一

O
五
頁
)
と
い
う
指
摘
に
存
す
る
。
吉
田
氏
は
「
遊
牧
経
済
に
た

い
す
る
評
債
」
を
も
っ
と
高
く
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
根
擦
は
「
十
二
世
紀
後
半
|
十
三
世
紀
の
ス
テ
ッ
プ
の
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、

少
く
と
も
通
常
の
遊
牧
民
程
度
に
は
羊
、
山
羊
、
牛
、
馬
そ
し
て
ラ
ク
ダ
を
所

有
し
て
い
た
」
(
一
二
九
頁
〉
、
つ
ま
り
嘗
時
の
家
畜
教
は
「
決
し
て
言
わ
れ
て

い
る
ほ
ど
少
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
」
(
同
前
)
、
モ

ン
ゴ
ル
の
家
畜
は

「帝
園

建
設
後
に
著
る
し
く
渡
展
を
示
し
た
部
分
が
嘗
然
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
基
本

的
な
部
分
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
時
期
に
お
い
て
既
に
一
定
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し

て
い
た
と
思
う
」
(
同
前
〉
と
い
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
そ
の
背
景
と

し
て
、
嘗
時
彼
ら
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、

森
林
の

生
活
か
ら
離
れ
て

「ス
テ
ッ
プ

型
」
の
「
通
常
の
」
准
牧
民
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
、
と
い
う
朕
況
を

想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
遊
牧
経
済
と
、
こ
こ
で
問
題
に
な

っ
て
い
る
狩
婚
を
は
じ
め
と
す
る
諸
種
の
経
済
形
態
と
の
関
わ
り
(
そ
の
関
わ

り
の
上
に
こ
そ
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
遊
牧
経
済
は
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
が
〉

の
あ
り
ょ
う
を
考
え
る
と
き
、
先
ず
最
初
に
、
前
提
と
な
る
べ
き
遊
牧
経
済
そ

れ
自
慢
の
能
力
を
冷
静
に
見
定
め
る
こ
と
が、

な
に
よ
り
も
大
切
な
課
題
と
な

る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
評
債
の
高
低

(あ
る
い
は
正
し
い
か
そ
う
で
な
い

か
)
に
よ
っ
て
は
、
関
聯
す
る
経
済
形
態
へ
の
見
方
に
も
大
き
な
プ
レ
を
ま
ね

く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
遊
牧
経
済
を
語
る
論
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議
が
、
そ
も
そ
も
の
出
褒
鮎
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
食
い
違
っ
た
次
元
で
勝
手
に
進
ん

で
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
、
と
い
う
危
倶
す
ら
私
は
持
っ
て
い
る
。

こ
の
貼
か
ら
見
る
と
、
吉
田
氏
の
所
設
に
は
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き

な
問
題
か
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
し
、
ま
た
私
自
身
と
し
て
も
、
拙
稿

に
向
け
ら
れ
た
(
遊
牧
経
済
に
劃
す
る
評
債
が
)
「
低
す
ぎ
る
」
と
い
う
批
剣

に
是
非
答
え
た
い
。
以
下
は
、
私
が
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
首
時
の
遊
牧
経

済
に
つ
い
て
な
し
う
る
「
低
す
ぎ
る
」
(
吉
田
氏
評
言
)
許
債
の
震
の
究
書
で

あ
る
。拙

稿
に
お
け
る
「
遊
牧
経
済
に
た
い
す
る
評
債
」
は
、
吉
田
氏
も
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
私
は
そ
こ
で

「
脆
弱
性
」
と
い
う
言
葉
さ
え
用
い
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き

た
い
。
遊
牧
経
済
は
常
に
脆
弱
性
を
字
み
つ
つ
存
在
し
て
い
た
、
と
い
う
考

え
は
今
に
至
る
も
蟹
つ
て
は
い
な
い
。
嘗
時
の
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
経
済
が
、
保

有
家
畜
の
増
加
を
み
た
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
森
林
型
を
脱
し
て

「
ス
テ
ッ
プ
型
」
に
達
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
私
に
は
そ
れ
ら
の
状
況
の
幾

化
が
遊
牧
経
済
の
許
債
を
高
め
る
た
め
の
決
定
的
な
項
目
と
は
思
え
な
い
。
確

か
に
そ
れ
は
要
件
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
吉
田
氏
の
立
論
に
は
、
叫
{
晶
然
限

を
配
る
べ
き
基
本
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
脱
浴
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

私
に
は
、
吉
田
氏
が
な
ぜ
か
一
切
そ
の
論
設
で
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
、
遊
牧

経
済
を
と
り
ま
く
多
岐
に
わ
た
る
不
安
要
素
こ
そ
が
、
決
定
的
な
も
の
と
思
わ

れ
る
。
私
た
ち
の
前
に
あ
る
史
料
や
研
究
の
中
か
ら
も
、
古
来
モ
ン
ゴ
ル
の
遊

牧
に
脅
威
を
加
え
績
け
て
き
た
そ
れ
ら
の
重
大
な
マ
イ
ナ
ス
要
件
は
、

容
易
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
そ
れ
ら
を
網
羅
的
に

論
述
す
る
徐
裕
は
な
い
が
、
一
二
の
問
題
に
論
議
を
し
ぼ
り
こ
ん
で
具
鰻
的
に

話
を
進
め
た
い
。

た
と
え
ば
ゾ
ド

uu員
で
あ
る
。
ゾ
ド
と
は
、

D
・
ト
モ
ル
ト
ゴ

l
著
小
津

重
男
編
謬
『
現
代
蒙
英
日
僻
典
』
(
開
明
書
院
、
一
九
七
九
年
〉
に
よ
れ
ば
、

「
災
警
〈
モ
ン
ゴ
ル
特
有
の
気
象
的
天
災
)
。
『
白
Z

U
司
、
同
(
皐
魅
)
、

5
2
2

4
h
(雪
害
〉
、
何
回
℃

a
h
〈雲
が
少
し
も
降
ら
ず
、
し
か
も
殿
寒
の
震
に
起

る
災
害
)
」
(
二
四
九
頁
)
と
あ
る
〔
な
お
泊
・
口
u
g
p
送。
5
0
h
h
u
h足
忠
弘

司

N
S占
ミ
b
h
H
・h
a
b

、送。
h
p
u
a・
・
呂
田
町
・
に
よ
る
と

ωu員
は
、
「
自
然
の

傑
件
に
よ
っ
て
人
閥
、
家
畜
の
食
料
や
飲
物
が
飲
乏
し
て
激
甚
な
災
厄
を
庚
く

も
た
ら
す
時
期
」
と
あ
り
(
二
八
一

頁
〉
、
現
象
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
そ
れ
が
襲
来
す
る
時
期
が
意
味
内
容
と
さ
れ
て
い
る
。
先
掲
の
ト
モ
ル

ト
ゴ

1
の
語
緯
と
は
ズ
レ
が
見
ら
れ
る
よ
う
だ
〕
。
モ
ン
ゴ
ル
語
の
僻
書
に
は

必
ら
ず
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
る
重
要
な
語
で
あ
る
。
吉
田
氏
は
、
か
つ
て
「
モ
ン

ゴ
ル
の
遊
牧
の
基
底
」
(『
モ
ン
ゴ
ル
研
究
』
一

て
一
九
八

O
年
〉
な
る
論
文

を
夜
表
さ
れ
、
ゾ
ド
の
脅
威
と
そ
れ
に
制
到
底
す
る
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の
方
策
を

現
代
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
図
の
場
合
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で

は
、
蛍
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ゾ
ド
の
恐
ろ
し
き
が
語
ら
れ
「
ゾ
ド
が
お
こ
る
と

大
量
の
家
畜
が
死
ぬ
危
険
が
あ
る
。
こ
の
危
険
は
現
代
の
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て

さ
え
解
消
さ
れ
て
い
な
い
」
(
四
一
頁
〉
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
研

究
に
お
い
て
は
馴
染
み
の
深
い
、
こ
の
不
可
抗
力
的
な
天
災
を
、
吉
田
氏
は
ど

う
し
て
遊
牧
経
済
の
能
力
を
評
債
す
る
際
の
検
討
材
料
に
さ
れ
な
い
の
だ
ろ

う
。
あ
る
い
は
、
ゾ
ド
や
そ
の
他
の
種
類
の
不
安
要
素
は
、
嘗
時
の
モ

ン
ゴ
ル

の
遊
牧
経
済
に
打
撃
を
加
え
る
ほ
ど
の
脅
威
で
は
な
か
っ
た
、
と
考
え
て
お
ら

れ
る
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
煩
を
厭
わ
ず
私
の
言
う
と
こ
ろ
の
不
安

要
素
を
列
翠
し
て
み
よ
う
。
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先
ず
ゾ
ド
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
吉
田
氏
が
「
基
底
」
論
文
で
例
示
さ
れ
た

ゾ
ド
と
の
重
複
を
避
け
て
、
私
な
り
の
ゾ
ド
像
を
語
り
た
い
。
吉
田
氏
の

「基

底
」
論
文
で
扱
わ
れ
て
い
る
時
期
は
現
代
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ゾ
ド
に
相
嘗

す
る
現
象
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
勿
論
な
く
、
古
く
か
ら
史
料
の
中
に

散
見
さ
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
を
幾
っ
か
穆
げ
て
み
よ
う
。

古
く
『
史
記
』
各
一
一

O
、
伺
奴
俸
に
見
え
る
、

其
冬
、
大
雨
雲
、
畜
多
飢
寒
死
。
ハ
元
封
六
年
〉

『
漢
書
』
各
九
四
上
、
伺
奴
停
上
に
あ
る
、

其
冬
、
単
子
自
賂
高
騎
撃
烏
孫
、
頗
得
老
弱
、
欲
選
。

舎
天
大
雨
雲
、

一
日

深
丈
徐
、
人
民
畜
産
凍
死
、
還
者
不
能
什
一
。
(
本
始
二
年
)

『
奮
唐
書
』
巻
一
九
四
上
、
突
蕨
俸
の
記
事
、

其
園
大
雪
、
卒
地
数
尺
、
羊
馬
皆
死
、
人
大
飢
、
:
:
:
(
貞
観
元
年
)

同
書
に
見
え
る
そ
の
繍
き
の
描
潟、

頻
年
大
雲
、
六
畜
多
死
、
圏
中
大
飯
、
額
利
用
度
不
給
、
復
重
数
諸
部
、
由

是
下
不
堪
命
、
内
外
多
叛
之
。
(
貞
観
二
年
〉

ま
た

『
唐
書
』
巻
一

二
七
下
、
回
鵠
停
下
の

方
裁
飢
、
途
疫
、
叉
大
雲
、
羊
、
馬
多
死
、
:
:
:
(
開
成
四
年
)

と
い
う
記
録
な
ど
、
い
ず
れ
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
ろ
う
が
、
ゾ
ド
(
こ
れ
ら
は

み
な
い
わ
ゆ
る
白
ゾ
ド

5
2由
民

ω
山
主
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
〉
を
措
定
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
げ
た
例
の
幾
つ
か
は
、
こ
の
天
災
の
打
撃
に
よ
っ

て
、
そ
の
園
が
滅
亡
の
危
殆
に

瀕
し
た
と
い
う
文
脈
に
現
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
白
ゾ
ド
の
事
例
は

『
元
史
』
に

お
い
て
も
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る

諸
例
は
、
ま
さ
に
吉
田
氏
論
説
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
十
一
世
紀
J
十
三
世

紀
の
時
代
」
に
関
わ
る
記
録
で
あ
る
。
副
題
に
「
十
一
世
紀
J
十
三
世
紀
の
時

代
」
と
謡
い
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
考
え
る
と
明
言
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
少
く
と
も
そ
の
時
期
に
関
わ
る
文
献
史
料
の
内
か
ら
遊
牧
経
済
の
能
力
を

剣
定
す
る
の
に
役
立
つ
諸
要
素
を
(
プ
ラ
ス
に
せ
よ
マ
イ
ナ
ス
に
せ
よ
〉
検
出

し
、
讃
者
に
そ
れ
を
提
示
す
る
く
ら
い
の
作
業
は
嘗
然
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
種
の
記
事
が
存
在
し
な
い
と
い
う
な
ら
仕
方
が
な
い
が
、

も
と
も
と
そ
れ
ほ
ど
盟
か
で
な
い
こ
の
時
期
の
史
料
の
中
に
散
見
さ
れ
る
の
だ

か
ら
、
こ
の
感
は
一
一
層
私
に
と
っ
て
は
強
い
。
試
み
に
『
元
史
』
か
ら
白
ゾ
ド

の
事
例
を
抽
出
し
、
時
代
順
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

以
往
歳
北
透
大
風
雲
、
抜
突
古
倫
所
部
牛
馬
多
死
、
賜
米
千
石
。

(
各
一
五
、
世
租
一
二
、
至
元
二
五
年
三
月
乙
未
)

稽
海
至
北
境
十
二
泊
大
雲
、
馬
牛
多
死
、
賜
紗
一
高
一
千
徐
錠
。

(
巻
二

O
、
成
宗
三
、
大
徳
五
年
七
月
〉

北
方
乞
緑
倫
部
大
雲
、
奏
買
段
、
馬
、
補
其
死
損
、
出
衣
幣
於
内
府
、
身
往

給
之
、
全
活
者
数
高
人
、
還
、
賜
七
賀
笠
。

(
巻
一
占
A

九
、
買
土
日
刺
停
、
大
徳
九
年
〉

朔
漠
大
風
雲
、
羊
馬
舵
畜
謹
死
、
人
民
流
散
、
以
子
女
駕
人
魚
奴
縛
。
奔
住

以
輿
王
根
本
之
地
、
其
民
宜
加
賑
仰
、
詩
立
宗
仁
術
線
之
、
命
燃
官
服
置
街

中
、
以
途
生
養
。

(
巻
一
三
六
、
奔
住
停
、
延
一
路
閲
〉

蒙
古
大
千
戸
部
、
比
歳
風
雪
舞
畜
牧
、
賑
紗
二
百
首
門
賞
。

(
袋
二
八
、
英
宗
二
、
至
治
三
年
四
月
〉

是
歳
、
大
寧
蒙
古
大
千
戸
部
風
雪
発
畜
牧
、
賑
米
十
五
高
石
。

(
巻
二
九
、
泰
定
帝
て
至
治
三
年
)

是
月
、
諸
王
晴
答
失
・
徹
徹
禿
・
火
沙
・
乃
馬
台
諸
都
風
雪
舞
畜
牧
、
士
卒

畿
、
賑
糧
五
高
石
、
妙
四
十
高
錠
。
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(巻一一一

O
、
泰
定
帝
二
、
致
和
元
年
六
月
〉

銀
寧
王
那
海
部
曲
二
百
、
以
風
雪
損
慈
畜
、
ム
叩
嶺
北
行
省
賑
糧
雨
月。

(
巻
三
五
、

文
宗
四
、
至
順
二
年
四
月
〉

河
州
路
大
雪
十
目
、
深
八
尺
、
牛
羊
舵
馬
凍
死
者
十
九
、
民
大
徴
。

(
巻
三
八
、
順
帝
て
至
元
元
年
三
年
壬
辰
〉

晃
火
見
不
刺
、
饗
禿
不
刺
、
紐
阿
迭
烈
孫
、
三
ト
刺
等
庭
六
愛
馬
大
風
雲
、

民
機
、
渡
米
賑
之
。

(
各
四

O
、
順
帝
三
、
至
元
五
年
己
未
朔
〉

大
斡
耳
架
思
風
雲
信
用
災
、
馬
多
死
、
以
妙
八
寓
錠
賑
之
。

(
同
前
、
至
一
冗
六
年
三
月
了
巳
〉

逮
達
之
地
大
風
雲
、
羊
馬
皆
死
、
賑
寧
土
紗
一
百
高
錠
、
井
造
使
賑
怯
烈
干

十
三
結
、
毎
姑
一
千
錠
。

(
同
前
、
至
元
六
年
七
月
庚
辰
)

木
憐
等
庭
大
雲
、
羊
馬
凍
死
、
賑
之
。

(
巻
四
て
順
帝
四
、
至
正
八
年
正
月
甲
子
〉

降
雪
に
よ
る
家
畜
の
災
害
が
、
各
地
で
様
々
な
種
類
の
被
害
を
ひ
き
起
こ

し
、
そ
の
た
び
に
元
朝
政
府
が
賑
仰
に
の
り
出
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る

が
、
北
避
が
「
輿
王
線
本
之
地
」
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
庭
置
の
あ
れ
こ
れ

も
嘗
然
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
元
朝
成
立
前
に
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
れ
た
ル
プ
ル
ク

も
「
わ
た
し
ど
も
が
そ
こ
に
滞
在
中
、
御
復
活
の
大
祝
日
ご
ろ
に
、
風
と
と
も

に
や
っ
て
来
た
寒
さ
の
た
め
、
そ
の
時
死
ん
だ
家
畜
は
数
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し

た
」
(
護
雅
夫
謬

『中
央
ア
ジ
ア
蒙
古
放
行
記
』
桃
源
祉
、
一
九
六
五
年
、
二

一
八
頁
〉
と
い
う
紋
況
を
報
告
し
、
ま
た
「
強
い
風
が
吹
い
て
寒
さ
が
ひ
ど

く
、
大
療
な
雲
が
降
」
っ
た
時
に
は
、
カ
ン
は
岡
県
夜
中
に
使
を
よ
こ
し
て
、
寒

さ
と
風
と
を
和
ら
げ
る
よ
う
紳
に
新
っ
て
く
れ
、
と
頼
ん
だ
と
も
述
べ
て
い
る

〈
同
前
書
、
二
五
O
頁
)
。
ま
た
元
朝
期
、
世
租
の
許
に
赴
い
た
マ
ル
コ

・
ボ
ー

ロ
も
、
元
朝
政
府
の
冬
季
に
お
け
る
家
畜
被
害
に
制
到
す
る
救
済
の
模
様
を
記
し

て
い
る
(愛
宕
松
男
誇
注
『
東
方
見
開
録
、

一
』
卒
凡
社
、

東
洋
文
庫
、
一
九

七
O
年、

二
六

O
頁
)
。
ゾ
ド
を
も
た
ら
す
気
ま
ぐ
れ
で
般
し
い
気
候
に
つ
い

て
は
、
『
黒
縫
事
略
』
の
「
其
気
候
寒
例
。
無
四
時
八
節
、
四
月
八
月
常
雲
。」

と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
有
名
な
ジ
ャ
ダ

γ含
の

呪
法
な
ど
も
、
同
変
鶴
常
な
き
こ
の
地
域
の
気
候
を
背
景
に
成
立
し
え
た
の
で
あ

ろ
う
〔
ジ
ャ
ダ
に
つ
い
て
は
、
岩
井
大
慧

「
遊
牧
民
族
俳
苔
資
料
匿
集
」

(『遊

牧
祉
曾
史
探
究』

七
、
一
九
六
一
)
、
羽
田
明
「
ジ
ャ
ダ
の
呪
術
に
つ
い
て

l

シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
イ
ス
ラ
ム
」

(『
三
笠
宮
殿
下
還
暦
記
念
オ
リ

エ
ン
ト
論

集
』
一
九
七
五
年
)
を
参
照
の
こ
と
〕。
時
代
を
ず
っ
と
下
げ
て
み
て
も
、
状

況
が
繁
る
こ
と
は
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
園
の
史
家
ナ
ツ
ァ
ク
ド
ル
ジ
の

『
ハ
ル
ハ
史
』
に
も
、
ゾ
ド
は
深
刻
な
災
厄
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
、

家
畜
が

ゾ
ド
に
襲
わ
れ
る
と
舞
死
し
て
恒
例
耗
を
生
じ
る
こ
と
が
非
常
に
屡
々
あ
っ
た、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
清
朝
治
下
の

ハ
ル
ハ
に
お
い
て
も
、
自
然
の
猛
威
に
射

し
て
は
殆
ん
ど
無
力
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
八
五
年
の
雪
害
に
お
い

て
は
、
ア
ラ
ト
(
牧
民
)
の
ホ
シ
ョ
l
越
境
禁
止
規
定
が
緩
和
さ
れ
、
被
害
の

よ
り
少
い
地
域
へ
の
移
動
を
認
め
る
措
置
さ
え
と
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
ゾ

ド
が
庚
汎
に
夜
生
し
た
ら
、
い
く
ら
移
動
し
て
も
無
駄
で
、
大
多
数
の
家
畜
が

死
ん
で
し
ま
う
」
と
い
う
(
巨
・
江
田
包
ご
ち
℃
浜

-LEhLSMh
ミ
て
て
b
n

・』弘司』

l
s
ロ
-
M
a
-
-
5
8・
5
叶
l
勺

ah・)。
ポ
ズ
ド
ニ
エ
フ
は
、

一
八
九
二
年

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
調
査
行
の
途
中
、
北

ハ
ル
ハ
の
名
刺
ア
ム
ル
・

パ
ヤ
ス
ガ
ラ
ン

ト
・
ヒ
l
ト
(
慶
寧
寺
〉
で
の
見
聞
と
し
て
、
一
八
九
一
/
九
二

〔
/は
、
九

一
年
の
終
り
か
ら
翌
九
二
年
初
め
に
か
け
て
の
冬
を
あ
ら
わ
す
。
九
一
年
と
九

二
年
の
(
二
回
分
の
〉
冬
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
以
下
問
じ
〕
の
冬
季
の
巌

-170一



寒
と
吹
雪
の
た
め
、
家
畜
の
舞
死
が
彩
し
か
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
し
か
も

こ
の
場
合
は
、
夏
季
の
皐
魁
並
び
に
牧
草
不
作
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
悪
性

の
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
(
〉
・
戸
口

g
h
5
2・
云

S
N
S
S
R
ミ

S
N。
と
h

・

の
ロ
切
よ
さ
玄
・
H

・
2
可

-
g・
ぉ
・
英
誇
本
ミ
s
h刊。

E
g
nご
と
h
h
s
h。hh
・

〈
O
F
-
-
C
E
-
-
n
除
〉
-
s
-
n
ω
2・・〈。
F
2・同国内回目白口白

C
E〈・

PHr--g-

立。ロ目・
H

由、吋グ唱司
・]5・
N
申・〉。

367 

革
命
後
に
つ
い
て
見
て
も
、
ゾ
ド
が
激
甚
な
被
害
を
牧
民
に
も
た
ら
し
て
い

る
例
は
、
枚
患
に
い
と
ま
が
な
い
。
吉
田
氏
は
「
基
底
」
論
文
で
、
「
申
歳
の

ゾ
ド
」
と
し
て
知
ら
れ
る
一
九
四
四
/
四
五
、
一
九
六
七
/
六
八
の
二
例
を
あ

げ
て
お
ら
れ
る
が
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
一
瞥
し
て
も
、
ゾ
ド
は
も
っ
と
頻

繁
に
愛
生
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
吉
田
氏
が
「
基
底
」
論
文
で

利
用
さ
れ
た
ム
ル
ザ
l

エ
フ
の
著
書
に
も
、
一
九
三
八
/
三
九
に
三
百
高
頭
以

上
の
天
災
に
よ
る
大
量
発
死
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
(
穆
爾
札
也
夫

『蒙

古
人
民
共
和
圏
(
自
然
地
理
〉
』
北
京
、
一
九
五
八
年
、
四
O
|四一
頁〉。

一

九
五
九
/
六

O
、
六

O
/六
一
の
二
度
の
冬
季
に
は
、
合
わ
せ
て
約
三
百
高
頭

の
家
畜
が
失
わ
れ
〈
坂
本
是
忠
『
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
と
経
済
』
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
二
九
六
九
年
、
八
二
頁
)
、
一
九
六
三
/
六
四
の
冬
に
は
、
六
三
年
夏
に
降

水
量
が
少
な
か
っ
た
地
域
も
あ
り
、
ま
た
早
く
か
ら
降
雲
が
あ
っ
て
、
遂
に
大

風
雲
害
が
襲
来
し
た
。
大
部
分
の
地
方
で
、
夜
聞
の
卒
均
気
温
が
氷
黙
下
三
五

J
四
O
度
ま
で
降
下
し
、
大
量
の
家
畜
が
死
ん
だ
。
こ
の
時
に
は
、

家
畜
聞
に

俸
染
病
も
蔓
延
し
た
と
い
い
、
被
害
の
規
模
を
更
に
大
き
く
す
る
原
因
と
な
っ

た
〈

M15=
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
黛
機
関
紙
、
巴
E
lロ
H

C
。
同
新
聞
に
は
、

災
害
援
生
と
と
も
に
閲
髪
を
い
れ
ず
ソ
聯
邦
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
友
好

園
か
ら
、
各
種
の
救
援
が
匿
を
接
し
て
寄
せ
ら
れ
る
様
子
が
頻
々
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
税
近
の
例
で
は
、
一
九
七
六
/
七
七
の
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
ケ
1
ス

で
は
、
一
九
七
七
年
二
月
の
巌
寒
豪
雪
が
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
た
の
だ
と
い

う
。
こ
の
時
は
家
畜
減
少
率
が
、
大
ゾ
ド
と
し
て
吉
田
氏
「
基
底
」
論
文
に
も

見
え
る
一
九
六
七
/
六
八
に
比
べ
る
と
二
ニ
O
M少
く
て
す
ん
だ
(傍
貼
筆
者
)

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
同
誌
也
、
F
5
3
1
Mロ
l
N
3
0
園
家
を
奉
げ
て
の
懸
念

措
置
が
速
や
か
に
講
じ
ら
れ
る
現
代
モ
ン
ゴ
ル
、
ま
た
友
好
園
か
ら
の
有
数
か

っ
迅
速
な
救
援
が
得
ら
れ
る
現
代
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
さ
え
、
ゾ
ド
の
被
害
は

か
く
の
如
く
深
刻
で
あ
る
〈
な
お
こ
こ
で
の
例
一
示
は
、
本
稿
の
性
質
上
、

主
な

も
の
を
と
り
あ
え
ず
奉
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。

よ
り
狭
い
地
域
に

渓
生
し
た
ゾ

ド
、
被
害
の
比
較
的
甚
大
で
な
い
も
の
は
除
外
さ
れ
て
い
る
)
。

こ
の
種
の
災
厄
は
、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
外
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に

特
有
の
現
象
で
は
な
い
。
か
つ
て
「
蒙
彊
」
地
区
で
興
亜
院
政
務
部
が
行
な
っ

た
調
査
で
は
、
普
通
の
年
に
お
い
て
は
全
家
畜
の一

O
%が
冬
季
の
災
害
に
よ

っ
て
失
わ
れ
、
民
園
二
三
年
〈
一
九
三
四
〉
に
は
稀
有
の
大
雪
害
が
愛
生
し、

全
家
畜
の
三
分
の
こ
が
舞
死
し
た
と
い
う
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
(興
亜
院
政

務
部
『
秘
・

蒙
彊
牧
業
紋
況
調
査
』
調
査
資
料
二
六
、
一
九
四

一
年
、
二
三
六

頁
)
。
ま
た
、
内
蒙
古
の
牧
業
地
域
に
お
け
る
白
ゾ
ド
と
黒
ゾ
ド
は
、

気
候
分

析
資
料
や
ゾ
ド
に
関
す
る
貧
際
の
災
害
記
録
に
よ
れ
ば
、
四
、
五
年
に

一
度
は

ど
ち
ら
か
が
設
生
し
て
牧
業
に
危
害
を
加
え
る
、
と
い
う
指
摘
も
み
ら
れ
る

〈
中
園
科
皐
院
内
蒙
寧
夏
総
合
考
察
隊

・
華
北
農
業
機
械
化
由
学
院

『
総
合
考
察

専

集

内

蒙
古
畜
牧
業
』
北
京
、
一
九
七
七
年
、
三
二
頁
)
。
ま
た
同
地
域
に

お
け
る
被
害
の
寅
態
を
一
示
す
資
料
も
あ
る
。
近
時
の
も
の
と
し
て
特
に
よ
く
引

用
さ
れ
る
の
は
、

一
九
六
五
/
六
六
の
四
二
六
高
頭
、
一
九
七
七
/
七
八
の
三

一
O
蔦
頭
の
二
度
の
大
災
害
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
百
蔦
頭
を
上
ま
わ
る
家
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玄
園
祭
死
の
あ
っ
た
年
は
、
一
九
五
七
三
七
六
高
頭
)
、
一
九
六
七
(
一
九
O

高
頭
)
、
一
九
六
八
(
一

O
O高
頭
)
、
一
九
六
九
(
一
四
三
高
頭
〉
と
数
次
に

わ
た
り
〔
こ
の
統
計
は
、
一
九
四
七
|
七
七
年
の
関
の
も
の
〕、
冬
の
災
害
が

決
し
て
稀
に
し
か
襲
来
せ
ぬ
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
物
語
っ
て
い
る

(
玉
乗
秀
「
充
分
利
用
牧
医
飼
草
資
源
高
速
度
設
展
畜
牧
業
」

『
内
蒙
古
祉
舎

科
皐
』
一
九
八

O
年
第
二
期
、
五
二
頁
)
。

自
然
的
災
害
と
し
て
は
、
今
述
べ
た
雲
害

(
白
ゾ
ド
〉
の
項
に
も
少
し
姿
を

見
せ
て
い
た
皐
魅
も
無
視
で
き
な
い
。
ゾ
ド
と
い
え
ば
雲
害
が
第

一
に
思
い
う

か
ん
で
、
や
や
も
す
れ
ば
そ
の
他
の
概
念
に
思
い
が
及
ば
な
い
の
で
あ
る
が
、

『

Eω
『
泊
と
は
皐
魁
を
意
味
す
る
、
十
分
以
上
に
貫
態
を
と
も
な
っ
た
言
葉
で

あ
る
。
『
元
史
』
の
「
是
抜
大
阜
、
河
水
窪
澗
、
野
草
自
焚
、
牛
馬
十
死
八
九
、

人
不
柳
生
」
(
径
二
、
定
宗
三
年
て
あ
る
い
は
「
鍛
里
干
、
木
憐
等
三
十
二

瞬
、
自
夏
私
不
雨
、
牧
畜
多
死
、
民
大
餓
、

A
叩
綴
北
行
省
人
賑
糧
二
石
」
(
各

三
四
、
文
宗
三
、
至
順
元
年
九
月
〉
な
ど
と
い
う
凄
惨
な
記
事
は
、
皐
魅
の
脅

威
が
害
警
に
劣
ら
ぬ
も
の
と
な
る
こ
と
も
あ
る
、
と
思
い
至
ら
せ
る
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
夏
の
皐
越
と
冬
の
雪
害
が
あ
い
つ
い
で
襲
来
し
た
場
合
、
牧
草
凶

作
の
ま
ま
迎
え
た
冬
に
厳
し
い
災
厄
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
と
な
る

た
め
、
二
重
の
打
撃
を
受
け
た
家
畜
の
損
失
は
致
命
的
な
規
模
と
も
な
り
か
ね

な
い
。
『
元
史
』
に
見
え
る
「
徳
寧
路
去
年
阜、

復
値
霜
種
、
民
畿
、
賑
以
来

三
千
石
」
(轡
三
八
、
文
宗
五
、

至
順
三
年
二
月
己
酉
)
と
い
う
比
較
的
小
規

模
な
例
、
ま
た
前
述
の
一
九
六
三
/
六
四
の
ケ
l
ス
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
ナ

ツ
ァ
ク
ド
ル
ジ
に
よ
れ
ば
、
清
代
ハ
ル
ハ
に
お
い
て
は
、
皐
魅
が
褒
生
す
る

と
、
雨
乞
い
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
(
ヱ
白
貝
曲
ど
ち
℃
浜
-

H

O

∞l
℃

A
S
h
-
)
、
ま
た
牧
民
た
ち
の
聞
に
は
、
天
候
異
須
の
兆
候
に
謝
す
る
こ
ま
か
い

観
察
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
盛
り
こ
ん
だ
言
い
停
え
が
あ
っ
た
と
い
う
〈
ミ

S
足
。
』
F
H
H
H
i
勺

Jgh・
〉
。
気
象
の
急
激
な
雛
動
に
よ
っ
て
牧
民
た
ち
が
蒙
む
る

苛
酷
な
災
害
を
思
え
ば
、
彼
ら
が
天
候
の
あ
り
よ
う
に
敏
感
に
な
る
の
も
蓋
し

蛍
然
と
い
え
よ
う
。

四

そ
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
天
災
が
恐
れ
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
此
庭
に
興
味
深
い
材
料
が
あ
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
一
九
六
三
/
六
四
の
雲

警
の
、
い
わ
ば
岡
県
最
中
に
、
不
時
の
災
害
に
備
え
る
。
家
畜
保
険
¢
ヨ

g
zz

h
2
4
2
b
な
る
も
の
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
州、、
S
F
5
21
ロ
ー
ピ
)
。

そ
の
内
容
は
、
ま
ず
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。

「事
故
」
と
「
病
気
」

で
あ
り、

前
者
に
は

〈
皐
魅

・
霜
害
・
猛
吹
雪

・
冷
雨
・
雷

・
水
害
・
地
震
・
火
災
〉
が

項
目
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
後
者
は

〈
停
染
性
・
非
停
染
性
〉
に
細
分
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
設
定
さ
れ
た
諸
項
目
は
、
家
畜
を
と
り
ま
く
環
境
の
多
難
さ
を
窺
わ

せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
序
で
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
い
く
つ
か
を
検
討
し

て
お
こ
う
。
自
然
褒
火
の
(
前
出
『
元
史
』
の
「
野
草
自
焚
」
の
例
)
、
あ
る

い
は
過
失
に
よ
る
草
原
の
火
災
は
、
さ
な
き
だ
に
少
い
越
冬
用
の
立
枯
れ
草
の

組
織
的
な
喪
失
を
招
く
し
、
水
害
は
、
水
害
そ
れ
自
鐙
よ
り
も
、
む
し
ろ
源
生

的
に
起
こ
る
家
畜
の
侍
染
病
、
寄
生
虫
の
蔓
延
な
ど
の
被
害
の
方
が
恐
れ
ら
れ

る
の
で
あ
る
(
興
亜
院
政
務
部
、
前
掲
書
、
二
三
七
頁
)
。
疾
病
も
家
畜
に
と
っ

て
は
恐
ろ
し
い
要
素
で
あ
る
。
ナ
ツ
ァ
ク
ド
ル
ジ
は
、
清
代
ハ
ル
ハ
の
牧
民
た

ち
が
、
家
畜
の
躍
る
各
種
の
停
染
性
、
非
俸
染
性
の
病
気
に
つ
い
て
、
症
放
の

見
分
け
方
、
治
療
法
、
隔
離
の
仕
方
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
盟
富
な
知
識
を
も
っ

て
い
た
と
い
う
。
に
も
拘
ら
ず
、
清
朝
時
代
か
の
地
で
は
、
家
畜
を
襲
う
各
種

の
俸
染
性
・
非
俸
染
性
疾
病
が
大
き
く
庚
が
り
、
家
畜
が
損
耗
す
る
こ
と
が
非

常
に
多
か
っ
た
。
そ
し
て
一
九
世
紀
の
末
期
、
ロ
シ
ア
の
貸
業
家
が
モ
ン
ゴ
ル
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の
家
畜
を
買
い
つ
け
よ
う
と
意
園
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
先
ず
モ
ン
ゴ
ル
に

牛
疫
治
療
施
設
を
置
く
こ
と
を
不
可
歓
の
燦
件
と
見
な
し
た
、
と
も
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る

(
2
2包
ご
ち
℃
誕
-
H
H
N
1
-
V
4
d
h
・)。

狼
害
も
か
つ
て
は
無
視
し
が
た
い
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ベ
ル

リ
ソ
は
、
冬
季
に
家
畜
は
「
食
に
飢
え
た
狼
群
の
被
害
を
蒙
む
る
こ
と
が
砂
く

な
い
。
毎
年
狼
群
に
喰
ひ
殺
さ
れ
る
家
畜
は
二
十
高
頭
を
超
え
る
」
(
ベ
ル
リ

γ
著
矯
磨
槍
士
ロ
誇
「
蒙
古
人
民
共
和
園
の
現
朕
」

『蒙
古
』
昭
和
一
六
年
五
月

鋭
、
三
九
頁
〉
と
述
べ
、
議
想
外
に
大
き
い
狼
筈
の
あ
り
ょ
う
を
指
摘
し
て
い

る
が
、
ナ
ツ
ァ
ク
ド
ル
ジ
は
、
大
規
模
の
狩
婚
を
行
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
と
な
っ
て
狼
が
大
い
に
繁
殖
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
家
畜
の
敵
の
一
つ
と
な
っ

た
、
と
い
う
因
果
関
係
を
示
し
て
い
る

(
2
2白
日
。
-
v
v
F

口
N
l
-
v
a
h
・)。

以
上
、
大
方
の
剣
断
の
便
宜
を
考
え
て
、
比
較
的
自
賭
し
や
す
い
史
料
、
文

献
を
選
び
、
ま
た
引
用
も
極
力
文
娠
に
沿
っ
て
行
な
い
、
古
来
モ
ン
ゴ
ル
の
遊

牧
経
済
を
脅
か
し
つ
・
つ
け
た
各
種
の
不
安
要
素
に
つ
い
て
関
述
し
て
み
た
。
い

つ
降
り
か
か
る
か
わ
か
ら
ぬ
災
厄
、
「
夏
飽
、
秋
肥
、
冬
痩
、
春
死
」
と
言
い

交
さ
れ
る
よ
う
に
(
張
正
明
「
内
蒙
古
草
原
所
有
制
問
題
面
面
観
」

『
内
蒙
古

社
舎
科
皐
』
一
九
八
一
年
第
四
期
、
二
七
頁
〉
、
一
際
常
に
牧
民
の
念
頭
に
は

あ
り
な
が
ら
、
一
旦
生
起
す
る
や
時
と
し
て
激
甚
な
被
害
を
彼
ら
に
輿
え
る
、

こ
の
よ
う
な
構
造
的
な
災
厄
に
常
時
郷
り
合
う
遊
牧
経
済
を
、
高
い
-
評
債
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
私
に
は
で
き
な
い
。
本
稿
で
述

べ
て
き
た
様
々
な
形
態
の
不
測
の
災
害
に
劉
し
、
何
ら
か
の
備
え
を
し
て
お

き
、
被
害
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
、
つ
ま
り
完
全
に
そ
れ
ら
の
災
害
を
菟
れ

る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
復
原
力
を
少
し
で
も
高
め
る
と
い
う
よ
う
な
措
置

が
、
有
数
か
つ
普
遍
的
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
、
私
の
言
う
「
脆
弱
性
」
は
モ

ン
ゴ
ル
遊
牧
経
済
の
基
本
的
な
性
格
か
ら
排
拭
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
今
の

モ
ン
ゴ

ル
人
民
共
和
園
に
お
い
て
さ
え
、
そ
れ
ら
に
類
す
る
有
数
な
防
備
策
が

達
成
途
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
畜
の
避
難
小
舎
青
白

E
S-
吹
雪
を
は

じ
め
と
す
る
天
候
上
の
災
害
を
防
ぐ
ほ
か
、
モ
ン
ゴ
ル
牧
畜
の
大
敵
で
あ
る
狼

害
を
避
け
る
た
め
に
設
け
る
。
穆
爾
札
也
夫
、
四
一
頁
)
の
建
設
や
、
冬
越
し

の
用
に
供
す
る
干
草
貯
蔵
な
ど
へ
の
、
毎
年
の
ご
と
く
新
聞
紙
上
に
あ
ら
わ
れ

る
大
々
的
な
奨
励
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
見
て
も
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。

五

私
の
嘗
該
時
期
の
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
経
済
に
劃
す
る
-
評
僚
が
「
低
す
ぎ
る
」
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
如
上
の
諸
要
素
を
背
景
に
置
い
て
考
察
し
た
そ
の
結
果
で
あ

り
、
こ
れ
を
高
め
る
方
向
で
の
評
債
の
修
正
の
必
要
性
を
私
は

認
め
ら
れ
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
遊
牧
と
い
う
経
済
形
態
は
、
も

と
も
と
「
非
常
に
不
安
定
で
、
設
展
の
速
度
は
の
ろ
い
」
(
李
宗
海
「
畜
牧
業

経
済
若
干
理
論
問
題
」
『
内
蒙
古
祉
舎
科
皐
』

一
九
八

一
年
第
六
期
、

二
六
頁
)

と
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
吉
田
氏
の
論
説
に
は
、
首
時
の
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧

経
済
の
も
つ
基
本
的
な
性
格
の
検
討
が
見
ら
れ
ず
、
数
々
の
陥
奔
(
ま
さ
に
本

稿
で
例
示
し
た
よ
う
な
)
も
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い
。
氏
が
評
債
を
行
な
う

際
に
言
わ
れ
る
ご
定
の
レ
ベ
ル
」
〈
一
二
九
頁
〉
と
か
、
「
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の

通
常
の
遊
牧
民
の
レ
ベ
ル
」
〈
一
一
一
一
一

頁〉

と
か
の
表
現
は
、
氏
自
身
も
「
基

準
を
ど
こ
に
置
く
か
は
困
難
な
問
題
だ
が
」
(
一

一一一

O
頁
)
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
今
一
つ
氏
の
岡
県
怠
を
明
瞭
に
し
て
い
る
よ
う
に
は
恩
え
な
い
の
で
、
そ
れ

を
も
と
に
組
立
て
ら
れ
た
「
高
い
評
債
」

論
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
た
だ
い
か
な
る
暗
い
側
面
も
持
た
ぬ
も
の
と
も
受
け
と
れ
る
よ
う
な

史
料
の
表
示
の
仕
方
、
論
の
進
め
方
、
そ
し
て
そ
れ
に
も
と
づ
く
ら
し
い
「
褒

展
」
の
み
が
前
途
に
あ
る
か
の
如
き
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
経
済
像
に
は
疑
念
を
も
た
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ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
附
言
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ

そ
、
讃
者
諸
賢
に
異
る
方
向
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
こ
の
血
児
書
を
著
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
こ
で
是
非
燭
れ
て
お
き
た
い
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
吉
田
氏
論

説
中
の
、
原
山
は
、
モ
ン
ゴ

ル
人
が
家
畜
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
家
畜
の
屍
肉
食

用
を
習
慣
と
し
「
ハ
レ
の
場
合
以
外
は
そ
れ
を
屠
殺
し
な
か

っ
た
」

(
一
二
七

頁
)
と
す
る
、
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
拙
稿
の
文
脈
の
誤
認
(
で
な
け

れ
ば
曲
解
〉
で
あ
る
。
拙
稿
一
八
頁
に
は

「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
特
別
に
家
畜

を
屠
殺
す
る
の
は
ハ
レ
の
場
合
に
限
ら
れ
て
お
り
」
と
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
箇

慮
に
附
さ
れ
た
註
帥
で
、
普
通
の
場
合
の
屠
殺
に
つ
い
て
後
藤
冨
男
『
内
陸
ア

ジ
ア
遊
牧
民
社
曾
の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
)
に
述
べ
ら
れ
た

定
期
的
な
屠
殺
を
引
用
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
事
寅
で
あ
る
。
吉
田
氏
の

論
設
に
よ
る
と
、
原
山
は

〈
モ
ン
ゴ
ル
人
は
家
畜
の
屍
肉
の
み
を
食
し
、
屠
殺

は
ハ
レ
の
時
に
限
っ
て
行
な
わ
れ
る
〉
と
い
う
世
に
も
奇
妙
な
理
解
を
し
て
い

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
あ
り
ょ
う
は
、
今
言
っ
た
よ
う
に
卒
常
の

ケ
l
ス
と
臨
時
的
な
措
置
の
二
通
り
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

吉
田

氏
の
引
用
さ
れ
た
多
彩
な
文
献
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
こ
の
種
の
潤
色
が
、

こ

こ一

ケ
所
の
み
に
存
す
る
例
外
で
あ
る
こ
と
を
新
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
と

も
あ
れ
、

吉
田
氏
の
論
設
を
讃
む
人
が
、
す
べ

て
拙
稿
を
あ
わ
せ
参
照
さ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
と
も
思
わ
れ
る
の
で
、
蛇
足
な
が
ら
こ
こ
に
明
記
す
る
次
第
で

あ
る
。
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